
問010054問題
プロセスの排他制御に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

単一のＣＰＵと，プロセス間で共有するデータ（以下，共有データという）を格納するための

メモリ（以下，共有メモリという）をもつコンピュータＸにおいて，並行に実行される複数のプ

ロセスが，共有データを更新する場合を考える。

二つのプロセスｐ１，ｐ２が共有データｙを更新する際には，図１に示す更新処理１，更新処

理２を，それぞれ①～③の順番に行う。

設問１ 図１に示すプロセスｐ１の更新処理１とプロセスｐ２の更新処理２が，次のとおりに共

有データｙを更新する場合を考える。

[更新処理１]：共有データｙの値を３０増加させる。

[更新処理２]：共有データｙの値を５０減少させる。

二つのプロセスｐ１，ｐ２の実行前の共有データｙの値が１００であり，共有データｙに

対して排他制御を行わずに，プロセスｐ１が更新処理１を，プロセスｐ２が更新処理２を

並行して各１回だけ行った。結果として，共有データｙが取り得ない値を，解答群の中か

ら選べ。

解答群

ア ５０ イ ８０ ウ １００ エ １３０
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設問２ 次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

共有データに対して排他制御を行う仕組みとして，セマフォ変数を利用する方法を考える。

セマフォ変数は，対応する共有データが，解放されている状態を示す１，又はいずれかのプロ

セスに確保されている状態を示す０の値をもつ。セマフォ変数の値は，Ｐ操作とＶ操作で変更

する。共有データｙに対応するセマフォ変数Ｓを利用したプロセスｐ３，ｐ４が共有データｙ

を更新する際の動作を，図２に示す。

図２において，共有データｙに対して排他制御をした上で，更新処理を行うために，プロセ

スｐ３は，Ｐ操作，更新処理１，Ｖ操作の順に処理を行い，プロセスｐ４は，Ｐ操作，更新処

理２，Ｖ操作の順に処理を行う。Ｐ操作は， ａ Ｖ操作は， ｂ 。ここで，Ｐ操

作とＶ操作は，それぞれ実行中の中断はないものとする。ただし，プロセスが待ち状態になれ

ば，ＣＰＵは別のプロセスを実行させるものとする。

ａに関する解答群

ア セマフォ変数Ｓの値が０であれば１に変更し，終了する。１であれば０になるまで待った

後，１に変更して終了する

イ セマフォ変数Ｓの値が０であれば１に変更し，終了する。１であれば何もせずに終了する

ウ セマフォ変数Ｓの値が１であれば０に変更し，終了する。０であれば１になるまで待った

後，０に変更して終了する

エ セマフォ変数Ｓの値が１であれば０に変更し，終了する。０であれば何もせずに終了する

ｂに関する解答群

ア セマフォ変数Ｓの値が０であれば１になるまで待った後，終了する

イ セマフォ変数Ｓの値が１であれば０になるまで待った後，終了する

ウ セマフォ変数Ｓの値を０にして終了する

エ セマフォ変数Ｓの値を１にして終了する
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設問３ プロセスｐ５，ｐ６が更新する二つの共有データｙ１、ｙ２があり，それぞれに異なる

セマフォ変数を対応させて，個別に確保と解放ができるようにした場合を考える。共有デ

ータｙ１に対してセマフォ変数Ｓ１を，共有データｙ２に対してセマフォ変数Ｓ２を用い

て排他制御を行う。プロセスｐ５が，次の順序で共有データｙ１，ｙ２に対する確保と解

放を行うとき，プロセスｐ６が，共有データｙ１，ｙ２に対する確保と解放を行う順序に

よってはデッドロックが発生する可能性がある。デッドロックが発生する可能性がある，

プロセスｐ６の共有データｙｌ，ｙ２に対する確保と解放の順序を，解答群の中から選べ。

［プロセスｐ５の共有データに対する確保と解放の順序］

ｙ１の確保，ｙ２の確保，ｙ２の解放，ｙ１の解放

解答群

ア ｙ１の確保，ｙ１の解放，ｙ２の確保，ｙ２の解放

イ ｙ１の確保，ｙ２の確保，ｙ１の解放，ｙ２の解放

ウ ｙ１の確保，ｙ２の確保，ｙ２の解放，ｙ１の解放

エ ｙ２の確保，ｙ１の確保，ｙ１の解放，ｙ２の解放

オ ｙ２の確保，ｙ２の解放，ｙ１の確保，ｙ１の解放


